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1.    はじめに 
2.    問題の所在 
3.  本書の構成                              
 
第Ⅰ章 北方交易に関する考古学的研究 
1． アイヌ文化成立以前の北方交易―北日本出土の鋺をめぐって―           
2． 考古資料からみたアイヌ文化の成立                                    
3． アイヌの宝物とツクナイ                                              
4． 副葬品からみたアイヌ文化の変容                                      
5． シベチャリ出土の遺物                                               
6． タマサイ・ガラス玉に関する基礎的研究                                
 
第Ⅱ章 本州アイヌの実像 
1.  考古学的痕跡 
2.  生業・習俗と北奥社会                                    
3.  狩猟と漁撈                                             
 
第Ⅲ章 和人の北方進出と蝦夷地の内国化 
1． 道南和人館とその時代                                                
2． 北海道島における中世陶磁器の流通                                    
3.   近世陶磁器からみた蝦夷地の内国化                                    
4． 石造物からみた蝦夷地の内国化                                        
5.  松前三湊の墓石と人口動態                                           
 
第Ⅳ章 カラフト（サハリン）島への和人の進出 
1.   カラフト島出土の日本製品                               
2.   白主会所跡の位置と構造                                            
3.   死亡者からみたカラフト島への和人の進出                  
4.   1850 年代のカラフト島の先住民族と国家                   
5.   クシュンコタン占拠事件と樺太アイヌ供養・顕彰碑                     
 
終章 蝦夷地史の構築を目指して 
1.  「蝦夷地史」研究の提唱と実践                                    


















































































































































































がみられるようになる。1840 年代には新たに西海岸北緯 47 度付近の西冨間（真岡）で、




約 6 割は民間人で、出身地別では南部下北が最も多く、松前がこれに次ぐ。 


















としてロシア側との交渉に当たり、その功績により嘉永 7 年に松前藩士、さらに安政 3 年
(1856)に幕臣に登用された清水平三郎が、安政 3 年 5・6 月以降、翌 4 年 6 月を下限とする
時期にクシュンコタンに建立したものである。当時、カラフト南部のアイヌ社会には場所
請負制下での強制的な雇用労働や交易制限が浸透し、和人社会への経済的従属性が強まり
つつあった。この石碑は近世国家側からみれば、カラフト南部のアイヌ社会がその統治下
にあり、異民族との関係が良好なものであるということを視覚的に示す役割を果たしたと
論じた。 
終章では、従来のアイヌ史や日本史の枠にとらわれない「蝦夷地史」研究の必要性と研
究方法について述べ、本論文が蝦夷地史研究の実践例としていかなる位置を占めるかにつ
いて説明した。また、本研究により明らかとなった蝦夷地史のアウトラインについて記述
し、蝦夷地の歴史を、コシャマインの戦い以前の初期アイヌ文化期（13～15 世紀前半）、和
人の北海道島進出により島の南西端に和人地が設定され、蝦夷地と内地との経済的関係性
が強まった中期アイヌ文化期（15 世紀後半～17 世紀後葉）、シャクシャインの戦い以降、
蝦夷地が日本国内経済圏に組み込まれた後期アイヌ文化期（17 世紀末葉～18 世紀末葉）、
クナシリ・メナシの戦いや文化 3・4 年のロシア艦による襲撃事件を経て蝦夷地の内国化と
アイヌ民族に対する国民化政策が進められた段階（19 世紀初頭以降）に区分する案を示し
た。 
 
 
